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上顎洞衆で懐の表fj鼻腔をこ炎症が波及Lた転のは,眼症

状や頭蓋内合併症を惹起する軍機性があるため注意を費

する～したがって上顎洞教が)診断を行う際,他の副藤陛

獲)十分をこ診断じなくて揉ならない,そこで我利まきこれ

まで施汚してきた上顎洞衆のCFT像か琵3,どのくらい

U二漕日食で触0滴遠藤腔をこ病変が存在するかを検索した.
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望)上顎洞原発の車細胞癌の芝例
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我 が々これまでをこ経験した上顎洞痛のCT像の多く

は,藤藤組織と思われる敬鮫繊陰影が上顎洞内にある程

度蒐沸し,燭邦の骨が破壊きれ洞外-と浸潤しているも

のであった.しかし 審症は上顎洞の前方部に膝慶が限

属していたという点で奪濠でとは巣なる進展形式を示L,

かつ観繊像は電巌像から鮎小細胞癌と考えられた兼愛興

味深い症健かであった殿で報暫した-

(症例)5望才男艶 麗額B棟郡の藤阪および知覚鈍麻を
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匿等所見う七二雛豊右側限儀,鱗骨の山部U〕骨を破壊

し 厳藤は鼻腔-浸潤している｡また膿癌は右上顎洞前
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洞襖方をこぼ藷盛があり雪洞後方-の腫感の浸潤はなか--3

た.比較的よく造影される経脇であり官その膿癌の中に

骨稜物質が散在してみ臣ブれたす

3)唾液腺部藤藤樹南蛮03だ丁診断
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液腺及び周囲組織と病変が)関係などを知るうえで有意義

な検査法とされている,蜜た芳m 値の言1測砂静注造影
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い局在診断や質的診断転検討されているが予その有効性

については十分に解明されていないか今回はき臨床的をこ

腰感性病変を疑って当科でUY検査をおこなった症例

についてCTの有効性を検討した.対象は,唾液腺衆
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~T斗立 結果∴ 1根付'LJ目上恒神津1宣..i;･根上!.iメ:J根上

腰痛酬南蛮の存番三が溝磯をこCJT検査が着効き②葦ド腺

t'ノ1､巨 l封J妻･悲ナ牛'､轄刊∴賢く.丁 的/･･行二九 二いZ.:.'li7日､-

航 路快食悪性の鑑別をこぼ静注遺影 (CE)CTが有効
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腹部血管造影法をこおいて,非イオン性低浸透圧性造影
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比較および副腎邦書の発現頗変をこついて検討Lたので報告

する屯対象は管主油eX約且使用例は28例で,腹腔動脈造影
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月召例は甜例で¥腹部ぬ管造影が計223㌢宮盲て施行された,義

影能の比較ではヲ動脈私 毛細血管軌 静脈相およびヲ

薬理学的な,上勝間膜経由の門腕造影いずれにおいて屯,
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た予術中の腹部の熱感,嫁痛については,豆ohexo讃使用

例では,そ鍔)発現頻度が低くまた軽教であり,従って,


